
利用の手引き

風洞利用及び風洞実験について

～効率的＆快適に使うために～

次世代環境適合技術・流体実験共用促進事業

低乱熱伝達風洞装置



事業の概要

本事業は文部科学省から支援を受け、大学等の
研究機関が保有する先端研究施設の共用を促進し
、基礎研究からイノベーション創出に至るまでの科
学技術活動全般の高度化を及び研究開発投資の
効率化を図るものです。

 風洞設備を主要設備とした本次世代環境適合技

術流体実験共用促進事業は、環境問題解決を通
じ社会の要請にこたえる低乱熱伝達風洞施設の
新しい応用分野を切り開き、共用促進を図るも
のです。



原則として、利用申し
込み前にどのような
実験を行いたいのか
事前にご相談下さい。

＇相談の際は、実験
の概要を記した計画
書をご準備の上ご相
談下さい（

利用申し込み
〔利用資格〕

原則としてどなたでもご利用になれます。

が、利用申込み後、課題審査委員会で利

用の採否が審議され、採択された場合に

限り風洞の利用ができます。

〔申し込み〕

利用申し込みは、本学テクニカルサポートセンターの様式
「設備等使用申請(許可)書」をテクニカルサポートセンター
宛に提出して下さい。

※申請書は共用促進事業ホームページよりダウンロードして下さい。



利用申請書記入例



利用形態

利用者による利用形態として、以下の２通りあります。

＇１（装置利用

利用者が本学に来所し、自ら試料作成や機器操作等を行う。
必要に応じ、技術支援員等は操作法・解析法などの簡易指導
を行う。

＇２（技術支援

利用者が本学に来所し、利用経験がない、あるいは利用経験
はあっても一人では希望する設備を操作できない場合に、技
術支援員等の指導のもとで一連の研究を行う。技術支援員等
は、随時、技術支援を行う。



利用料金
○トライアルユース事業

トライアルユース事業については、利用に要する費用は原則と
して無料で利用できます。但し、利用者が負担することが相当
である消耗品費等については利用者が負担するものします。

※ トライアルユース利用で得られた研究成果は、原則として公
開して頂きます。

○自主事業

自主事業については、利用料は原則として有料とし、利用料は
「東北大学研究教育基盤センターテクニカルサポートセンター
の使用設備等及び使用料に関する内規」によるものとします。
自主事業の場合は、研究成果を公開しないことができます。



秘密保持及び成果報告
〔秘密の保持〕

自主事業において、利用者が希望する場合は、秘密保持契
約を締結することができます。この場合、本事業参画者は利用
者の秘密情報を第三者に開示してはなりません。

〔成果報告書〕

トライアルユース事業の利用者は、利用終了時もしくは年度
末に成果報告書を提出していただきます。

特許出願等のために成果報告書の提出の猶予を希望する
場合は、文部科学省の規定に従い、本研究所にてその可否を
判断させていただきます。



低乱風洞の特徴
本風洞は、各種の基礎研究や流体関連機器の開発
を行う上で好適な装置です。

広い分野の研究・実験に使用できるように設計され
た単路回流型の汎用低乱風洞です。

測定部は開放・密閉両型式に交換可能であり、風の
性質が極めて良い＇乱れ強さが極めて低い（のが特
徴です。

風洞においては、測定部の風速分布が一様で ある

ことが要求されますが、本風洞の風速分布の平均
風速からの偏差は僅かに±０．２％以内と、風速分
布は非常に良好です。



密閉型＆開放型測定部

密閉型測定部

開放型測定部

感温液晶フィルムによる表面可視化

煙による流れの可視化



低乱風洞平面図及び側面図
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低乱風洞主要緒言

型 式 単路回流型

測 定 部

＇密閉型（

長さ：3.5m， 対辺距離：1.01m 正八角形断面，

風速：5～70m/s

測 定 部

＇開放型（

長さ：1.42m， 第２ノズル対辺距離：0.81m 正八角形断面, 

風速：5～70m/s

送 風 機
軸流１段，前置及び後置静翼付，電動機直結型，

入口直径：1.54m，定格風量：53m3/s，圧力差：1.18kPa

電 動 機
サイリスタ・レオナード方式，定格回転数：1100rpm

出力：95kW

風 洞 寸 法 長さ：26m，幅：9.5m，高さ：4.3m



風洞利用申込みについて

１．風洞の利用申し込み
2月頃：前期分＇4月～9月（受付
8月頃：後期分＇10月～3月（受付

２．利用期間の確定
利用者１件当たりの利用期間は

概ね５日～２週間程度

３．実験準備
実験期間が限られているため事前の準備が大切

４．実験開始



利用申請から風洞実験までの流れ-1

次頁へ続く



利用申請から風洞実験までの流れ-2



風洞実験支援体制



実験準備

実験目的の確認
ゆとりのあるスケジュールを組む

何をどのように計るか？
①供試モデルの有無 モデルの製作＇図面作成（
②計測頄目の確認 計測機器、センサの有無
③計測手法の習得 機器の操作法、データ収集

測定部にどう設置するか？
供試モデルやセンサーが風で飛ばされたり、振動し
ないように設置する！！



実験期間中

優先項位の高い実験＇計測（から始める

実験時間は、原則として９時から１７時まで
＇１７時以降は、データ整理や翌日の実験準備（

トラブルや突発的な出来事にも対応できるよ
う時間にゆとりを持たせる

事故や怪我のないよう細心の注意を払う
＇次にどんな事が起こるか想像力を働かせる（

事故等が発生したら直ぐに教職員に報告

整理整頓に努める
＇事故防止には必要不可欠な事です！（



実験終了後

• 実験装置、計測機器及び工具は所定の
場所に戻す

• 実験前より綺麗な状態に清掃する

• 終了後、担当教職員にその旨を報告し確認し
てもらう

• 終了届け＇様式２（を提出する



主な付属装置・機器

• 三次元トラバース装置
密閉型測定部用 ：１台
開放型測定部用 ：２台

• ＰＩＶ装置 ：一式

• 多点圧力スキャナー ：２台(32ch）

• 多分力検出器 ：６台(Fx,Fy,Mz)

• 定温度型熱線風速計 ：10台

• 高速度カメラ ：１台

• スモークジェネレータ： １台



その他の関連機器
• 万能フライス盤

• ボール盤

• 旋盤

• コンターマシン

• 工具一式

★機器使用上の注意事頄
(1) 機器を使用、持ち出す際は、必ず職員の許可を得ること
(2) 実験終了後は、元の場所に戻すこと
(3) 機器特有の専用工具はその機器と一緒に保管すること

• 差圧計

• ピトー管

• オシロスコープ

• ＦＦＴ解析装置

• ストレインアンプ

• 安定化電源 他


